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　『
戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
資
料
集
成
』
の
補
遺
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
第
14
巻
の
解
題
で
あ
る
と
同
時
に
、

井
上
友
一
や
田
子
一
民
、
真
宗
教
団
に
お
け
る
社
会
事
業
等
の
諸
論
考
を
収
録
。『
戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
資
料

集
成
』
全
13
巻
の
解
題
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を
載
録
す
る
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戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
の
研
究
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０
１
３
年
）
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せ
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戦
前
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お
け
る
仏
教
者
の
社
会
事
業
史
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概
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す
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の
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集
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編
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石
史
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追
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仏
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史
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追
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友
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仏
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史
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仏
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仏
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－
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仏
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仏
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編
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、
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、
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　（
昭

和
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－
１
　『
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土
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事
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要
覧
』
浄
土
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務
所
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会
課
　（
大
正
一
二
年
）

９
－
２
　『
浄
土
宗
社
会
事
業
要
覧
』
浄
土
宗
務
所
社
会
部
　（
大
正
一
五
年
）

９
－
３
　『
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土
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鑑
』
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週
報
社
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和
六
年
）　〈
抄
録
〉

９
－
４
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社
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事
業
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報
』
第
一
輯
　
島
野
禎
祥
編
、
浄
土
宗
務
所
社
会
課
　（
昭
和
九
年
）　〈
抄
録
〉

９
－
５
　『
浄
土
宗
社
会
事
業
一
覧
』
横
井
淳
道
編
、
浄
土
宗
務
所
社
会
課
　（
昭
和
一
四
年
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抄
録
〉
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解
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－
１
　『
寺
院
中
心
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事
業
』　
鈴
木
積
善
編
、
浄
土
宗
務
所
社
会
課
　（
大
正
一
二
年
）
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－
２
　『
浄
土
宗
教
理
と
社
会
事
業
』
和
田
霊
心
著
、『
通
俗
浄
土
宗
学
講
座
』
七
号
（
大
正
一
五
年
八
月
）
か
ら
一
七
号
（
昭
和
二
年

六
月
）
ま
で
を
部
分
収
録

10
－
３
　『
浄
土
宗
社
会
事
業
年
報
』
第
一
輯
　
島
野
禎
祥
編
、
浄
土
宗
務
所
社
会
課
　（
昭
和
九
年
）　〈
抄
録
〉
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－
４
　『
寺
院
と
社
会
事
業
』
社
・
教
叢
書
第
五
輯
　
川
上
賢
叟
著
、
河
合
孝
雅
編
、
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
社
会
課
　（
昭
和
一
五
年
）
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刊
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　【
第
１
巻
　
各
宗
派
共
同
編
①
】（
解
題
・
中
西
直
樹
）

１
－
１
　『
佛
教
徒
社
会
事
業
大
観
』
佛
教
徒
社
会
事
業
研
究
会
編
　（
大
正
九
年
）

１
－
２
　『
東
亜
佛
教
大
会
紀
要
』
峯
玄
光
編
、
佛
教
聯
合
会
　（
大
正
一
五
年
）　〈
抄
録
〉

　【
第
２
巻
　
各
宗
派
共
同
編
②
】（
解
題
・
中
西
直
樹
）

２
－
１
　『
御
大
典
記
念
日
本
宗
教
大
会
紀
要
』
土
屋
詮
教
編
、
日
本
宗
教
懇
話
会
　（
昭
和
三
年
）　〈
抄
録
〉

２
－
２
　『
日
本
佛
教
社
会
事
業
の
概
況
』
第
二
回
汎
太
平
洋
佛
青
大
会
準
備
会
調
査
部
社
会
班
　（
昭
和
九
年
）

２
－
３
　『
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
全
国
社
会
事
業
大
会
報
告
書
』
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
全
国
社
会
事
業
大
会
事
務
局
　（
昭
和
一
六
年
）

〈
抄
録
〉

　【
第
３
巻
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
編
①
】（
解
題
・
髙
石
史
人
）

３
－
１
　『
大
日
本
佛
教
慈
善
会
財
団
要
覧
』（
明
治
三
五
年
）

３
－
２
　「
大
日
本
佛
教
慈
善
会
財
団
設
立
趣
意
演
説
」
赤
松
連
城
口
演
　（
明
治
三
二
年
）

３
－
３
　『
慈
善
財
団
設
立
の
要
旨
』
清
水
精
一
郎
編
、
興
教
書
院
　（
明
治
三
四
年
）

３
－
４
　『
慈
善
団
報
』
一
柳
善
行
編
、
大
日
本
佛
教
慈
善
会
財
団
　（
明
治
四
二
年
～
大
正
三
年
）　〈
抄
録
〉

３
－
５
　『
広
陵
慈
善
乃
礎
』
宮
前
無
涯
編
、
広
島
感
化
院
　（
明
治
四
一
年
）

３
－
６
　『
大
日
本
佛
教
慈
善
会
財
団
概
況
』
大
日
本
佛
教
慈
善
会
財
団
　（
大
正
一
二
年
）

　【
第
４
巻
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
編
②
】（
解
題
・
髙
石
史
人
）

４
－
１
　『
本
派
本
願
寺
社
会
事
業
便
覧
』
本
派
本
願
寺
社
会
課
　（
大
正
一
一
年
）　〈
抄
録
〉

４
－
２
　『
築
地
本
願
寺
社
会
部
事
業
要
覧
』
大
正
一
四
年
度
　
松
岡
了
眼
編
　（
大
正
一
五
年
）

４
－
３
　『
寺
院
と
社
会
事
業
』
社
会
課
叢
書
第
三
輯
　
藤
音
得
忍
編
、
本
派
本
願
寺
教
務
部
社
会
課
　（
昭
和
二
年
）

４
－
４
　『
社
会
事
業
の
基
調
』
藤
音
得
忍
著
、
本
派
本
願
寺
社
会
部
　（
昭
和
二
年
）

４
－
５
　『
寺
院
と
「
セ
ツ
ト
ル
メ
ン
ト
」』　
藤
音
得
忍
編
、
社
会
部
　（
昭
和
四
年
）

　【
第
５
巻
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
編
③
】（
解
題
・
髙
石
史
人
）

５
－
１
　『
真
宗
本
願
寺
派
大
日
本
佛
教
慈
善
会
財
団
三
十
周
年
概
況
』
岩
坂
逸
三
編
、
大
日
本
佛
教
慈
善
会
財
団 

（
昭
和
六
年
） 〈
抄
録
〉

５
－
２
　『
本
派
本
願
寺
社
会
事
業
便
覧
』
第
四
輯
　
小
林
彰
策
編
、
本
派
本
願
寺
社
会
部
　（
昭
和
三
年
）

５
－
３
　『
東
京
築
地
本
願
寺
社
会
部
事
業
要
覧
』
昭
和
六
年
九
月
　
柘
植
慈
想
編
、
築
地
本
願
寺
社
会
部
　（
昭
和
六
年
）

５
－
４
　『
宗
教
と
社
会
事
業
』
佐
伯
祐
正
著
、
顕
真
学
苑
出
版
部
　（
昭
和
六
年
）

５
－
５
　『
教
団
と
社
会
事
業
』
山
崎
精
華
編
著
、
本
派
本
願
寺
教
務
局
社
会
部
　（
昭
和
八
年
）

　【
第
６
巻
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
編
④
】（
解
題
・
髙
石
史
人
）

６
－
１
　「
本
願
寺
派
社
会
事
業
協
会
発
会
式
関
係
資
料
」　（
昭
和
一
〇
年
）　〈
抄
録
〉

６
－
２
　『
本
願
寺
派
社
会
事
業
便
覧
』
緇
川
涀
城
編
、
本
願
寺
派
社
会
事
業
協
会
　（
昭
和
一
一
年
）　〈
抄
録
〉

補
遺
①
　『
本
派
本
願
寺
事
業
一
覧
』
本
派
本
願
寺
審
議
局
（
昭
和
一
五
年
）　〈
抄
録
〉

補
遺
②
　『
本
願
寺
派
事
業
一
覧
』
宮
地
廓
慧
編
、
本
願
寺
派
宗
務
所
情
報
課
（
昭
和
一
七
年
）　〈
抄
録
〉
＊
第
14
巻
補
遺
編
に
追
加
収
録
。

６
－
３
　「
猿
江
善
隣
館
関
係
資
料
」（
昭
和
九
年
度
～
一
三
年
度
）

６
－
４
　「
光
徳
寺
善
隣
館
関
係
資
料
」（
昭
和
一
三
年
度
・
一
四
年
度
）

６
－
５
　『
福
田
文
化
の
再
建
』
龍
谷
叢
書
第
十
輯
　
宇
野
本
空
編
、
本
派
本
願
寺
審
議
局
　（
昭
和
一
四
年
）

　【
第
11
巻
　
諸
宗
派
編
①
】〔
日
蓮
宗
〕（
解
題
・
中
西
直
樹
）

11
－
１
　「
日
蓮
宗
大
学
社
会
問
題
研
究
会
広
告
」『
月
刊
宗
報
』
第
四
八
号
・
第
五
〇
号
・
第
七
四
号
掲
載
　
日
蓮
宗
宗
務
院
　（
大
正

九
年
一
一
月
・
一
〇
年
一
月
・
一
二
年
一
月
）

11
－
２
　「
立
正
社
事
彙
報
」『
月
刊
宗
報
』
第
一
〇
四
号
附
録
・
第
一
一
五
号
附
録
～
一
二
一
号
附
録
　
日
蓮
宗
宗
務
院
　（
大
正
一
四

年
八
月
・
一
五
年
七
月
～
一
六
年
一
月
）〈
抄
録
〉

11
－
３
　『
日
蓮
宗
社
会
事
業
要
覧
』
大
正
十
五
年
現
在
　
加
藤
通
温
編
、
日
蓮
宗
宗
務
院
社
会
課
　（
大
正
一
五
年
）

11
－
４
　『
日
蓮
宗
社
会
事
業
要
覧
』
昭
和
十
二
年
三
月
現
在
　
馬
田
行
啓
編
、
日
蓮
宗
宗
務
院
社
会
課
　（
昭
和
一
二
年
）〈
抄
録
〉

11
－
５
　『
日
蓮
宗
社
会
事
業
要
覧
』
昭
和
十
五
年
四
月
　
中
村
錬
敬
編
、
日
蓮
宗
宗
務
院
社
会
部
　（
昭
和
一
五
年
）〈
抄
録
〉

11
－
６
　『
宗
門
社
会
事
業
指
導
書
』
志
津
木
貫
誠
編
、
日
蓮
宗
宗
務
院
社
会
部
　（
昭
和
一
六
年
）〈
抄
録
〉

　【
第
12
巻
　
諸
宗
派
編
②
】〔
曹
洞
宗
・
真
言
宗
・
浅
草
寺
〕（
解
題
・
中
西
直
樹
）

12
－
１
　『
財
団
法
人
大
本
山
総
持
寺
社
会
事
業
部
要
覧
』
財
団
法
人
大
本
山
総
持
寺
社
会
事
業
部
　（
昭
和
七
年
）

12
－
２
　『
財
団
法
人
大
本
山
総
持
寺
社
会
事
業
部
要
覧
』
第
七
輯
（
追
悼
号
）
岩
館
昇
園
編
、
財
団
法
人
大
本
山
総
持
寺
社
会
事
業
部
（
昭

和
一
六
年
）

12
－
３
　『
曹
洞
宗
社
会
・
教
化
各
事
業
大
会
記
録
』
後
醍
醐
天
皇
六
百
回
大
遠
忌
記
念
　
沼
倉
良
仙
編
、
財
団
法
人
大
本
山
総
持
寺
社

会
事
業
部
（
昭
和
一
二
年
）〈
抄
録
〉

12
－
４
　『
智
山
派
社
会
事
業
要
覧
』
大
正
十
五
年
五
月 

第
壱
輯
　
智
山
派
宗
務
所
庶
務
部
社
会
事
業
調
査
係
（
大
正
一
五
年
）

12
－
５
　『
豊
山
派
社
会
事
業
要
覧
』
昭
和
七
年
三
月
現
在
　
伊
東
教
順
編
、
豊
山
派
社
会
事
業
協
会
　（
昭
和
七
年
）

12
－
６
　『
浅
草
寺
社
会
事
業
概
要
』
大
正
十
三
年
十
月
現
在
　
浅
草
寺
社
会
部
　（
大
正
一
三
年
）

　【
第
13
巻
　
別
編
】（
解
題
・
菊
池
正
治
）

13
－
１
　
床
次
竹
二
郎
述
「
慈
善
事
業
の
三
要
義
と
信
仰
心
」『
慈
善
』
第
一
編
第
三
号
　
中
央
慈
善
協
会
　（
明
治
四
三
年
二
月
）

13
－
２
　
井
上
友
一
述
「
地
方
改
良
と
宗
教
」
／
潮
恵
之
助
述
「
感
化
救
済
地
方
改
良
要
義
」『
第
一
回
布
教
講
習
会
講
義
録 

全
』　
大

谷
派
本
願
寺
文
書
科
　（
明
治
四
五
年
）

13
－
３
　
小
河
滋
次
郎
述
「
犯
罪
予
防
上
よ
り
見
た
る
宗
教
」『
救
済
』
第
壱
編
第
弐
号
　
大
谷
派
慈
善
協
会
　（
明
治
四
四
年
九
月
）

13
－
４
　
加
藤
咄
堂
述
「
社
会
連
帯
と
佛
教
」『
神
戸
修
養
会
創
立
一
〇
周
年
記
念 

佛
教
文
化
大
学
講
座
講
習
録
』　
汐
川
泰
仙
編
、
神

戸
修
養
会
　（
大
正
一
五
年
）

13
－
５
　『
現
代
社
会
事
業
概
観
』
教
会
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
第
一
輯
　
小
沢
一
著
、
豊
山
派
社
会
事
業
協
会
　（
昭
和
三
年
）

13
－
６
　『
寺
院
中
心
の
社
会
事
業
』
生
江
孝
之
述
、
田
中
海
応
編
、
智
山
派
社
会
事
業
協
会
・
豊
山
派
社
会
事
業
協
会
　（
昭
和
四
年
）

13
－
７
　『
搾
取
に
耽
る
人
々
』
高
津
正
道
著
、
大
鳳
閣
書
房
　（
昭
和
六
年
）〈
抄
録
〉

13
－
８
　『
現
代
佛
教
批
判
』
浅
野
研
眞
著
、
構
成
館
書
房
　（
昭
和
一
一
年
）〈
抄
録
〉

13
－
９
　
高
橋
敏
雄
述
「
軍
人
援
護
と
銃
後
の
教
化
」『
堅
信
報
国
興
亜
生
活
教
本
』
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
　
本
派
本
願
寺
教
務
部
（
昭

和
一
五
年
五
月
）

13
－
10
　『
佛
教
社
会
事
業
史 

上
・
下
』
佛
教
大
学
講
座
　
谷
山
恵
林
著
、
佛
教
年
鑑
社
　（
昭
和
八
・
九
年
）

13
－
11
　
山
口
正
著
「
日
本
佛
教
社
会
事
業
史 

Ⅰ
～
Ⅴ
」『
真
宗
』
第
四
二
四
号
～
四
二
七
号
・
第
四
二
九
号
　
大
谷
派
宗
務
所
社
会
課

　（
昭
和
一
二
年
一
月
～
四
月
・
六
月
）

●
第
３
回
配
本 

全
３
巻 

揃
定
価
９
２
、４
０
０
円
（
揃
本
体
８
４
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）ISBN

 978-4-8350-7027-8

　
2
0
1
2
年
12
月
刊
行

関連図書

社
会
事
業
の
分
野
で
、
戦
前
期
に
仏
教
が
果
た
し
た
大
き
な
役
割
を
跡

づ
け
る
最
も
基
本
的
な
資
料
を
精
選
。
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
仏
教
者
有

志
が
設
立
し
た
団
体
、
各
宗
派
が
主
導
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
事
業
、

施
設
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
、
社
会
福
祉
研
究
者
必
見
の
重
要
資
料
！

◉
編
　
者
―
髙
石
史
人
・
菊
池
正
治
・
中
西
直
樹

◉
推
　
薦
―
長
谷
川
匡
俊
・
室
田
保
夫

◉
体
　
裁
―
A
5
判
・
上
製
・
総
約
7
、5
0
0
頁

◉
揃
定
価
―
3
6
7
、4
0
0
円

（
揃
本
体
3
3
4
、0
0
0
円
＋
税
10
％
）

　
※
各
配
本
定
価
、収
録
内
容
に
つ
い
て
は
、本
頁
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

十
五
年
戦
争
と
い
う
前
代
未
聞
の
時
代
状
況
に
お
い
て
、
日
本
仏
教
が

ア
ジ
ア
諸
地
域
の
仏
教
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
模
索
し
た
、

そ
の
軌
跡
を
明
ら
か
に
す
る
。「
汎
太
平
洋
」「
南
方
」「
中
国
」
…
東
ア

ジ
ア
諸
国
の
仏
教
者
と
の
連
携
の
な
か
で
共
生
を
目
指
し
た
日
本
仏
教

の
苦
闘
と
達
成
を
伝
え
る
貴
重
資
料
の
数
々
を
つ
い
に
復
刻
。

◉
編
　
者
―�

龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
「
戦
時
下

『
日
本
仏
教
』
の
国
際
交
流
」
研
究
班
（
中
西
直
樹
〔
代

表
〕・
林 

行
夫
・
吉
永
進
一
・
大
澤
広
嗣
）

◉
推
　
薦
―
赤
松
徹
眞
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
長
）

楠 

淳
證
（
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

◉
体
　
裁
―
B
5
判
・
上
製
・
総
4
、1
5
2
頁

◉
揃
定
価
―
2
5
9
、6
0
0
円

（
揃
本
体
2
3
6
、0
0
0
円
＋
税
10
％
）

第
１
巻
　『
第
一
回
汎
太
平
洋
仏
教
青
年
大
会
並
会
議
紀
要
』

　（
汎
太
平
洋
仏
教
青
年
会
連
盟
、
昭
和
6
年
）

　
　
　
　『
兄
弟
』2
巻
2
号（
北
米
仏
教
青
年
会
連
盟
ほ
か
、昭
和
9
年
）

第
２
巻
　『
昭
和
十
八
年
一
月 

大
日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
要
覧
』

　（
大
東
亜
仏
教
青
年
大
会
準
備
事
務
局
、
昭
和
18
年
）
ほ
か

◉
頁
　
数
―
総
1
、8
0
0
頁

◉
揃
定
価
―
５
２
、８
０
０
円
（
揃
本
体
４
８
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

ISBN
 978-4-8350-7857-1

◉
刊
　
行
―
2
0
1
6
年
2
月

第
３
巻
〜
第
５
巻
　『
海
外
仏
教
事
情
』
1
巻
1
号
─
10
巻
4
号

　（
国
際
仏
教
協
会
、昭
和
9
年
8
月
─
19
年
10
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　『
大
東
亜
建
設
学
徒
大
会
紀
要
』

　（
大
東
亜
仏
教
青
年
大
会
、
昭
和
18
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　『
大
東
亜
仏
教
青
年
会
並
大
日
本
仏
教
青
年
会
要
覧
』

　（
昭
和
19
年
）
ほ
か

◉
頁
　
数
―
総
1
、2
9
8
頁

◉
揃
定
価
―
７
９
、２
０
０
円
（
揃
本
体
７
２
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

ISBN
 978-4-8350-7860-1

◉
刊
　
行
―
2
0
1
6
年
10
月

編
集
復
刻
版
（
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
）

資
料
集
・
戦
時
下「
日
本
仏
教
」の
国
際
交
流

全
Ⅴ
期
・
全
10
巻

■
第
Ⅰ
期
「
汎
太
平
洋
仏
教
青
年
会
大
会
関
係
資
料
」�

全
２
巻

■
第
Ⅱ
期
「
南
方
仏
教
圏
と
の
交
流
」�

全
３
巻

第
６
巻
　『
国
際
仏
教
通
報
』
1
巻
1
号
─
3
巻
10
号

　（
国
際
仏
教
通
報
局
、
昭
和
10
年
4
月
─
12
年
11
月
）

第
７
巻
　『
日
華
仏
教
』
1
巻
1
・
2
・
5
号
、
2
巻
1
号

　（
日
華
仏
教
学
会
、
昭
和
11
年
1
月
─
12
年
1
月
）

『
支
那
宗
教
事
情
』
1
号
─
5
号

　（
日
華
仏
教
研
究
会
、
昭
和
13
年
12
月
─
14
年
8
月
）

『
東
亜
宗
教
事
情
』
6
号
─
10
号

　（
同
、
昭
和
14
年
11
月
─
15
年
7
月
）

◉
頁
　
数
―
総
7
4
0
頁

◉
揃
定
価
―
５
０
、６
０
０
円
（
揃
本
体
４
６
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

ISBN
 978-4-8350-7864-9

◉
刊
　
行
―
2
0
1
7
年
9
月

第
８
巻
　『
青
年
仏
徒
』
1
巻
1
号
─
3
巻
9
号

　（
全
日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
、昭
和
11
年
7
月
─
13
年
11
月
）

第
９
巻
　『
青
年
仏
徒
』
4
巻
1
号
─
8
巻
2
号

　（
同
、
昭
和
14
年
1
月
─
18
年
6
月
）

◉
頁
　
数
―
総
7
8
2
頁

◉
揃
定
価
―
５
０
、６
０
０
円
（
揃
本
体
４
６
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

ISBN
 978-4-8350-8206-6

◉
刊
　
行
―
2
0
1
8
年
２
月
刊
行

戦
時
下
に
お
け
る
「
日
本
仏
教
」
の
試
み
は
、
い
か
な
る
も
の
か
？

国
際
連
盟
脱
退
、
孤
立
し
た
戦
時
下
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、
仏
教
者

た
ち
は
欧
米
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
仏
教
者
と
の
連
携
を
模
索
し
続
け
た
。

戦
時
下
、「
日
本
仏
教
」
が
試
み
た
国
際
的
連
携
の
実
態
を
検
証
し
、
現

代
に
お
け
る
宗
教
間
対
話
、
平
和
運
動
へ
と
架
橋
す
る
、
は
じ
め
て
の

試
み
！
第
Ⅰ
部
「
論
考
」
編
と
、『
資
料
集
・
戦
時
下
「
日
本
仏
教
」
と

国
際
交
流
』
全
10
巻
収
録
の
７
誌
の
総
目
次
を
附
す
第
Ⅱ
部
「
各
誌
総

目
次
」
か
ら
な
る
。

◉
編
　
　
集
―
中
西
直
樹
・
大
澤
広
嗣

◉
著
　
　
者
―
中
西
直
樹
／
大
澤
広
嗣
／
野
世
英
水
／
林
行
夫

◉
体
　
　
裁
―
A
5
判
・
上
製
・
2
9
6
頁

◉
定
　
　
価
―
６
、３
８
０
円
（
本
体
５
、８
０
０
円
＋
税
10
％
）

ISBN
 978-4-8350-8266-0

◉
刊
　
　
行
―
２
０
１
９
年
12
月

第
10
巻
　【
収
録
内
容
】

『
依
宗
教
日
支
親
善
』（
田
中
清
純
編
・
発
行
、
昭
和
8
年
）

『
興
亜
密
教
』
1
号
（
高
野
山
興
亜
密
教
学
院
、
昭
和
19
年
）／『
日
蒙

蔵
全
仏
教
徒
提
携
親
善
宣
言
書
』（
寺
本
婉
雅
著
訳
、
京
都
仏
教
青

年
会
学
生
連
盟
事
務
所
、
昭
和
14
年
）

『
蒙
古
王
公
巡
教
記
』（
高
鍋
日
統
、
統
一
社
、
昭
和
4
年
）／『
蒙
古

王
公
説
法
要
綱
』（
同
、
大
亜
細
亜
民
族
会
、
昭
和
6
年
）
ほ
か

◉
頁
　
数
―
総
3
2
4
頁

◉
定
　
価
―
２
６
、４
０
０
円
（
揃
本
体
２
４
、０
０
０
円
＋
税
10
％
）

ISBN
 978-4-8350-8274-5

◉
刊
　
行
―
2
0
1
9
年
2
月

■
第
Ⅲ
期
「
中
国
仏
教
と
の
提
携
」�

全
２
巻

■
第
Ⅳ
期
「
全
日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
機
関
誌
『
青
年
仏
徒
』」

�

全
２
巻

論
集 

戦
時
下
「
日
本
仏
教
」
の
国
際
交
流

─
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
叢
書
11

─�

全
１
巻

■
第
Ⅴ
期
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
の
連
携
」�

全
１
巻

■
第
Ⅰ
期
「
汎
太
平
洋
仏
教
青
年
会
大
会
関
係
資
料
」�

全
２
巻

■
第
Ⅱ
期
「
南
方
仏
教
圏
と
の
交
流
」�

全
３
巻

■
第
Ⅲ
期
「
中
国
仏
教
と
の
提
携
」�

全
２
巻

■
第
Ⅳ
期
「
全
日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
機
関
誌
『
青
年
仏
徒
』」

�

全
２
巻

■
第
Ⅴ
期
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
の
連
携
」�

全
１
巻

編
集
復
刻
版

戦
前
期
仏
教
社
会
事
業
資
料
集
成

全
３
回
配
本
・
全
13
巻



①②14−5　『慈善団報』第26号（明治38年）
第１面、第４面
＊�第４面にみられるように、団報
は多くの寄付者名を連ねている。

③　14−4　『仏教同志会々報』第１号
（明治43年）
＊�仏教者による同志会設立に向け
た、創立規則や趣意書を掲載。

④　14−1　『仏教徒同志団体創立事務所報告』
第１号（明治42年）

内容見本

①

②

④
③

推
薦
の
言
葉

明
治
末
か
ら
大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
の
仏
教
教
団
に
お
け
る
社
会
事
業
の
盛
況
は
、
政
教
分
離
、
信
教
の
自
由
の
今
日
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
と
よ
り

各
教
団
に
よ
る
斯
業
へ
の
取
り
組
み
に
は
温
度
差
が
あ
り
、
事
業
の
実
勢
に
差
異
の
あ
る
の
も
事
実
で
す
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
社
会
事
業
所
管
の
行
政
機
構
や
事
業
の
統
制
・
保
護
・
連
絡

組
織
を
整
備
し
、
さ
ら
に
教
団
内
の
社
会
事
業
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
、
組
織
的
な
対
応
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
多
彩
な
事
業
は
戦
前
期
日
本
社
会
事
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
の
わ
り
に
は
従
来
、
一
部
の
研
究
者
を
除
い
て
こ
の
方
面
へ
の
関
心
や
論
及
は
い
ま
一
つ
で
し
た
。
史
資
料
収
集
上
の
困
難
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の

た
び
、
そ
の
全
貌
に
迫
る
た
め
の
資
料
群
す
な
わ
ち
各
教
団
関
係
機
関
の
発
行
に
か
か
る
社
会
事
業
の
要
覧
・
便
覧
・
報
告
書
な
ど
を
収
集
整
理
さ
れ
、『
戦
前
期 

仏
教
社
会
事
業
資
料
集
成
』

全
13
巻
（
復
刻
版
・
解
題
附
）
が
刊
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、
社
会
福
祉
の
歴
史
や
仏
教
社
会
福
祉
に
関
心
の
あ
る
研
究
者
へ
の
便
宜
は
も
と
よ
り
、
近
代
仏
教
、
宗
教
と
社
会
と
の
関

わ
り
、
教
団
史
、
地
域
史
な
ど
の
研
究
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
て
、
こ
の
方
面
で
は
必
備
の
文
献
に
加
え
ら
れ
ま
す
。

戦
前
期
の
教
団
に
よ
る
社
会
事
業
に
は
、
当
該
時
期
に
お
け
る
政
教
関
係
に
も
規
定
さ
れ
、
行
政
主
導
の
性
格
や
、
国
家
目
的
の
遂
行
に
利
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
側
面
を
否
定
で
き

ま
せ
ん
が
、
他
方
、
教
団
・
寺
院
・
僧
侶
ら
の
主
体
的
な
側
面
を
、
檀
信
徒
・
地
域
民
衆
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
見
出
せ
る
か
も
今
後
の
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
各
宗

派
の
宗
義
・
信
仰
と
社
会
事
業
の
関
係
を
は
じ
め
、
布
教
・
教
化
と
社
会
事
業
、
寺
院
経
営
と
社
会
事
業
な
ど
、
古
く
し
て
新
し
い
問
い
へ
の
答
え
を
求
め
て
本
資
料
に
挑
ん
で
み
た
い
と
も

思
い
ま
す
。

宗
教
（
寺
院
）
の
社
会
貢
献
が
取
り
沙
汰
さ
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
な
か
で
寺
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
問
わ
れ
て
い
る
今
、
改
め
て
歴
史
に
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

六
世
紀
に
日
本
に
伝
播
さ
れ
た
仏
教
は
、
爾
来
、「
慈
悲
」
の
精
神
の
も
と
、
聖
徳
太
子
、
行
基
菩
薩
の
社
会
活
動
、
中
世
に
は
叡
尊
や
忍
性
ら
が
民
衆
の
た
め
に
貴
重
な
福
祉
実
践
の
足
跡

を
残
し
た
。
こ
う
し
た
長
い
伝
統
を
も
つ
仏
教
は
、
そ
の
時
々
の
民
衆
の
要
求
に
応
え
て
存
在
し
て
き
た
。
近
代
に
入
っ
て
も
福
田
会
の
活
動
、
赤
松
連
城
（
大
日
本
仏
教
慈
善
会
財
団
）
や
小

林
参
三
郎
（
済
世
病
院
）、
そ
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
経
験
の
あ
る
渡
辺
海
旭
ら
の
先
駆
者
を
生
み
、
慈
善
や
社
会
事
業
に
か
か
わ
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
し
か
し
近
代
日
本
に
お
い
て
、
キ
リ

ス
ト
教
社
会
福
祉
の
歴
史
に
比
し
、
十
分
に
そ
の
活
動
の
実
態
が
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

今
、
仏
教
は
「
葬
式
仏
教
」
と
揶
揄
さ
れ
た
状
況
か
ら
抜
け
出
し
、
そ
の
本
来
の
意
味
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
。
仏
教
の
原
点
は
「
生
老
病
死
」「
利
他
主
義
」
等
々
に
あ
る
よ
う
に
、
我
々

の
生
活
に
き
わ
め
て
密
着
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。「
地
域
の
再
生
」
や
「
新
し
い
公
共
」
と
い
っ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
仲
間
と
智
恵
を
出
し
合
い
自
律
し
た
創
造

力
が
必
須
で
あ
る
。
そ
し
て
地
域
や
人
々
の
精
神
、
歴
史
、
伝
統
に
根
ざ
し
た
も
の
で
な
い
限
り
、
絵
に
描
い
た
餅
に
な
る
危
険
性
も
あ
る
。
多
く
の
先
人
達
の
智
恵
が
凝
縮
さ
れ
た
福
祉
実

践
を
い
ま
一
度
、
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
社
会
福
祉
史
関
係
の
資
料
集
は
復
刻
刊
行
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
と
近
代
仏
教
の
福
祉
に
か
か
わ
る
も
の
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
そ
の
点
で
、
こ
の
資
料
集
成
は
社
会

福
祉
の
各
分
野
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
人
権
問
題
、
海
外
移
民
や
ア
ジ
ア
の
課
題
ま
で
を
視
野
に
入
れ
、
現
在
的
な
課
題
に
向
き
合
お
う
と
し
て
い
る
。
か
か
る
意
味

か
ら
ま
さ
に
時
宜
を
得
た
素
晴
ら
し
い
企
画
で
あ
り
、
我
々
が
先
人
た
ち
の
残
し
た
智
恵
の
宝
に
ふ
れ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

こ
の
膨
大
な
資
料
集
成
の
刊
行
は
、
残
さ
れ
た
多
く
の
遺
産
か
ら
、
仏
教
福
祉
の
本
質
を
理
解
し
、
閉
塞
し
た
状
況
を
打
破
し
て
い
こ
う
と
す
る
研
究
者
や
実
践
者
を
お
お
い
に
裨
益
す
る

と
こ
ろ
と
な
る
に
違
い
な
い
。
社
会
福
祉
史
の
み
な
ら
ず
、
仏
教
史
、
地
域
史
、
さ
ら
に
広
く
近
代
史
に
関
心
の
あ
る
方
に
も
こ
の
資
料
集
を
お
薦
め
し
た
い
。

戦
前
期
社
会
事
業
の
一
翼
を
担
っ
た
「
教
団
社
会
事
業
」

先
人
た
ち
の
智
恵
の
宝
に
ふ
れ
る
、
時
宜
を
得
た
素
晴
ら
し
い
企
画 長

谷
川
匡
俊
（
長
谷
川
仏
教
文
化
研
究
所
所
長
）

室
田
保
夫
（
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

戦
前
期
社
会
事
業
の
一
翼
を
担
っ
た
「
教
団
社
会
事
業
」

先
人
た
ち
の
智
恵
の
宝
に
ふ
れ
る
、
時
宜
を
得
た
素
晴
ら
し
い
企
画

※2011年、『戦前期仏教社会事業資料集成』発刊時の再録。


